
工事名称 松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ
改修工事

工事場所

工　　期 自　令和　７年　　月　　日
至　令和　８年　２月２８日

設計年月日 　　令和　７年  ４月　　日

金 円
（ 工事価格 金 円 ）

前払金及工事出来高の内払回数については松戸市財務規則による。

松戸市松戸１１８１番地先

設　計　書

検算部長 審議監 課長 補佐 担当 設計者 照査

松戸市街づくり部街づくり課



工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接工事費      

建築工事        

1   

式

計

共通費          

  共通仮設費    

1   

式

  現場管理費    

1   

式

  一般管理費等  

1   

式

計

工事価格        

1   

式

消費税等相当額  

1   

式

工事費          

1   

式



工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

建築工事        

1   

式

計



建築工事　種目別内訳 3

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

ペデストリアンデッキ壁面及び床改

修              1   

式

計



建築工事　科目別内訳 4

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接仮設        

1   

式

防水改修        

1   

式

外壁改修        

1   

式

外構改修        

1   

式

発生材処理      

1   

式

計

ペデストリアンデッキ壁面及び床改修



建築工事　中科目別内訳 5

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

直接仮設        

1   
式

計

防水改修        改修            

1   
式

計

外壁改修        改修            

1   
式

計

外構改修        改修            

1   
式

計

発生材処理      運搬            

1   
式

発生材処理      処分            

1   
式

計

ペデストリアンデッキ壁面及び床改修



建築工事　細目別内訳 6

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

墨出し          

1   
式

養生            

1   
式

整理清掃後片付け

1   
式

計

ペデストリアンデッキ壁面及び床改修 直接仮設



建築工事　細目別内訳 7

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

(外部)          

ｼｰﾘﾝｸﾞ          一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)        

20×20                          18.7 
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ          一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)        

20×25                          18.7 
ｍ

計

ペデストリアンデッキ壁面及び床改修 防水改修 改修



建築工事　細目別内訳 8

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

(外部)          

軽量鉄骨下がり壁 25形(屋外) H300～500程度        

下地            18.7 
ｍ

下り壁見切縁    ｱﾙﾐ製                           

18.7 
ｍ

壁面ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ 

7.1 
㎡

廻り縁          壁面ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ用               

21   
ｍ

計

ペデストリアンデッキ壁面及び床改修 外壁改修 改修



建築工事　細目別内訳 9

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

(外部)          

床ﾀｲﾙ張り       一般床ﾀｲﾙ張 Ⅰ類     無ゆう     

150㎜角 下地ﾓﾙﾀﾙ別途            11   
㎡

床ﾓﾙﾀﾙ塗り      木ごて 一般ﾀｲﾙ下地    厚40      

11   
㎡

床排水ﾋﾟｯﾄ蓋    W=150 SUS製 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ         

ｽﾃﾝﾚｽ製受枠 ｶﾈｿｳ:SG-3           18.9 
150×500×3+SF03B同等品         ｍ

計

ペデストリアンデッキ壁面及び床改修 外構改修 改修



建築工事　細目別内訳 10

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

(発生材積込み)  

発生材積込み    

1   
式

(発生材運搬)    

発生材運搬      

1   
式

計

ペデストリアンデッキ壁面及び床改修 発生材処理 運搬



建築工事　細目別内訳 11

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

(発生材処分)    

発生材処分      

1   
式

計

ペデストリアンデッキ壁面及び床改修 発生材処理 処分



建築工事　別紙明細 12

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

墨出し          

1   
式

墨出し(外壁改修) ﾀｲﾙ･ﾓﾙﾀﾙ塗替等 一般             

130   
㎡

計

養生            

1   
式

養生(外壁改修)  

124   
㎡

計

整理清掃後片付け

1   
式

整理清掃後片付け

(外壁改修)      124   
㎡

計

ペデストリアンデッキ壁面及び床改修 直接仮設



建築工事　別紙明細 13

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

発生材積込み    

1   
式

発生材積込み    ｶﾞﾗｽ及び陶磁器類                

0.1 
ｍ3

発生材積込み    混合廃棄物                      

0.1 
ｍ3

計

発生材運搬      

1   
式

発生材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             

ｶﾞﾗｽ及び陶磁器類                0.1 
片道距離概ね25km                ｍ3

発生材運搬      ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ    2t積級             

混合廃棄物                      0.1 
片道距離概ね25km                ｍ3

計

ペデストリアンデッキ壁面及び床改修 発生材処理 運搬



建築工事　別紙明細 14

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

発生材処分      

1   
式

発生材処分      ｶﾞﾗｽ及び陶磁器類                

0.1 
ｍ3

発生材処分      混合廃棄物                      

0.1 
ｍ3

計

ペデストリアンデッキ壁面及び床改修 発生材処理 処分



共通仮設費(積上)　明細 15

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

揚重用機械      2か月                           

1   
台

保安要員        

1   
式

計



共通仮設費(積上)  共通費別紙明細 16

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

保安要員        

1      
式

誘導員(夜間)    

1      
人

交通整理員      

30      
人

計



1．工事名称

2．工事場所

3．工事概要

4．工　期 自

至

工　事　概　要

令和8年2月28日

(1)駅事業者が実施する駅改良工事に伴い、松戸駅東口駅前広場ペデストリアン
デッキについて、以下の工事を実施する。
　 ア　令和６年度工事にて解体した壁面の改修　7.1㎡
　 イ　令和６年度工事にて解体した床面の改修　11㎡
　 ウ　その他、取合撤去・補修・仕上一式

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

松戸市松戸１１８１番地先



1.工事名称

2.工事場所

3.説明事項

＜一般事項＞

　

　を行うこと。

提出書類は松戸市建築工事提出書類等一覧表による。

検査・立会は松戸市建築工事検査・立会一覧表による。

現場説明書

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

松戸市松戸１１８１番地先

・本工事は、内容により道路（ペデストリアンデッキ含む）上での作業や夜間作業となるため、

　工事に先立ち関係官公署等への事前協議や申請等手続きを確実に行うこと。

・隣接する松戸駅において、駅事業者による改良工事を実施しているため、十分な調整

　と。また、工事における安全対策、工務をそれぞれ管理できるよう体制を整えること。

・契約後、各施工計画書等は遅滞なく作成し承諾を得ること。

・設計書と異なる内容が生じた場合については、協議のうえ、必要に応じて契約変更を行う。

してください。

＜注意事項＞

＜その他＞

・本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。

＜週休２日制適用工事＞

・本工事は、週休２日工事（発注者指定方式）である。

  もって応対し、監督職員と協議のうえ対策を講じること。

＜共通仮設＞

・騒音、振動が発生する作業は、関係官公署等への届出を行い、周辺への配慮を怠らないこと。

・工事期間中は、常に駅利用者、バス、タクシーの動線に配慮し、第三者災害及び交通事故

　防止の対策を怠らないこと。バス、タクシー事業者に対しては、状況に応じた臨機の協議

　を行うなど、連携した施工を行うこと。

・近隣住民等より、特定建設作業・作業時間等に係る要望・相談等があった場合は、誠意を

・監理技術者にあっては、監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証を有する者であるこ

＜安全対策等＞

　なければならない。なお、必要となる交通誘導員の人数については、作業形態に応じた配置計

      監督職員へ報告すること。

　２４時間以内（以下「その日のうちに」という。）に回答するよう対応することである。

　ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、回答

  期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうちに」することとする。

  １）受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら

　　　施工すること。

 「ワンデーレスポンス」とは、受注者からの質問、協議への回答は、基本的に閉庁日を除く

  ２）受注者は、工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較

・受注者は、現場閉所（休息）による週休２日工事として取り組むこと。なお、予定価格算定

　画等とともに、あからじめ監督職員と協議すること。

落札者は契約締結後、書式データ・図面データ等をお渡しするのでCD-R等を街づくり課へ持参

　にあたっては、４週８休達成相当の経費を補正している。

・週休２日制の実施にあたっては、「松戸市営繕工事週休２日工事試行実施要領」に基づき

　行うこと。

      照査し、差異が生じる恐れがある場合は、原因を究明するとともに速やかに文書にて

・工事期間中は、準備期間を含めて有能な交通誘導員を配置し、現場内における安全確保に努め

＜注意事項＞

・同時期に松戸駅駅舎改良工事が近接して行われているため、工事間の調整を密に行うこと。

・本工事は隣接する松戸駅駅舎改良工事との調整により、壁面については令和７年８月中の完了

　が必要である工事のため、これを確実に施工完了させること。
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松戸駅東口ペデストリアンデッキ改修工事

令和７年　４月

松　戸　市

Ａ

Ｓ

Ｅ

Ｍ

電気設備図

空調･機械設備図

建築構造図

建築意匠図

Ｐ 給排水衛生設備図



縮尺
図面番号

図面リスト -A000

建物概要・案内図 -A001

特記仕様書1 -

A002

特記仕様書2 -

A003

特記仕様書3 -

A004

特記仕様書4 -

A005

特記仕様書5 -

A006

A007

A008

A009

A010

A011

図面名

-

-

-

-

-

-

-

Ａ１ Ａ３

特記仕様書6 - -

改修図　東口デッキ階平面図・立面図 Ｓ＝1：100 Ｓ＝1：200

Ｓ＝1：5 Ｓ＝1：10

改修図　部分詳細図(1) Ｓ＝1：8，1：2 Ｓ＝1：16，1：4

工事範囲図

改修図　部分詳細図(2)

Ｓ＝1：150 Ｓ＝1：300

工事名

図面名

作成日

縮尺

会社名

事業者名

令和 7年 4月

株式会社ＪＲ東日本建築設計

松戸市 街づくり部 街づくり課

図面番号

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

A-000

図面リスト



６.別途工事

５.床  面  積

３.構造･規模

４.面      積

２.敷地状況

１.工事名称 ７.その他の
工事範囲

A-001

建物概要・案内図

工事名

図面名

作成日

縮尺

会社名

事業者名

令和 7年 4月

株式会社ＪＲ東日本建築設計

松戸市 街づくり部 街づくり課

図面番号

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事



DN

( 花 )

DN

S=1:150
S=1:300

A-002

工事範囲図

工事名

図面名

作成日

縮尺

会社名

事業者名

令和 7年 4月

株式会社ＪＲ東日本建築設計

松戸市 街づくり部 街づくり課

図面番号

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

撤去済範囲

東西通路

凡例

当該工事

（JR工事）

既存図（駅改良前） 凡例

東西通路

改修図（駅改良後）

NN

・東西通路は２本となっている

・新規東西通路となる部分の支障物をR６に撤去

・東西通路は拡幅され１本となる

・新規東西通路とデッキとのExp.j設置廻りの改修



○

○
○

3．工事種目

2．敷地面積

1．工事場所

Ⅰ　工事概要

工事設計図

5．工事範囲

特 記 仕 様 書

令和　　7年　　4月（全　　枚）

　※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

　・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。ただし，その他の工事種目は

　・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　の全てを工事範囲とする。

　　 全て今回工事範囲とする。

8

3

2

4

5

6

7

9

10

金属工事

環境配慮改修工事

塗装改修工事

内装改修工事

建具改修工事

外壁改修工事

防水改修工事

仮設工事

工事種目 工事範囲

章 項　　目 特　　記　　事　　項

新設及び改修工事

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

千葉県松戸市松戸1181番地先

4．工事概要

工事概要表による

別紙工事概要による

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下「改修

　　（建築工事編）（令和４年版）」（以下｢標仕｣という。）により、また、改修標仕に記載されていない事項は、

　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

　　（４）特記事項に記載の［  ． ．］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　（３）特記事項に記載の（　． ．）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　（２）特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

　　（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

　　建築工事仕様

１．共通仕様

３．特記仕様

　　という。）による。

　　 　　  　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　　　 印と　 印の付いた場合は、ともに適用する。

　　（６）　 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

　　（５）特記事項に記載の（別2-　．）は、標仕の｢別図2　ボルト間隔等及び溶接継手の開先形状｣の該当項目を示す。

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

　松戸市街づくり部 街づくり課

　松戸市長　本郷谷　健次

Ⅲ　松戸市建築工事現場表示板仕様

（１）材料

 １）耐熱合板（ラフン厚12㎜　SOP仕上げ）

   ２）枠及び桟木については、部材寸法45×45㎜以上とし、間隔は縦、横とも450㎜以内とすること。

（２）注意事項

 １）表示板の固定方法は、堅固な支柱又は、仮囲い等に風並びに衝撃等に十分耐えられるよう固定し、公衆の生命

    及び財産に危害のないようにすること。

２．電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用

　　する。なお，電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図，機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

　株式会社ＪＲ東日本建築設計 る工法とする。

　　　　　散が極めて少ないものとする。

ものとする。

　・要　　　・不要

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

［1.3.12］

［1.3.5］

［1.3.3］

［1.1.4］

［1.2.2］

　改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定す

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、JIS

又はJASのマーク表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満たす

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品

質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるものとする。ただ

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（４）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること

　（３）安定的な供給が可能であること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するも

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和４年版）

・工事写真の撮り方（改訂第３版）建築編（建設大臣官房官庁営繕部監修）

　・積雪区分　平12建告第1455号　別表（　　）

　※地表面粗度区分　　・　　・　　・　　・

　※風速　V ＝（　　　）m/s（平12建告第1454号第2）

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

　　　　　ない難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエ

　　　　　他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものと

　　（５）（１）、（３）及び（４）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンを放散させな

　　（３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有し

　　　　　ティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上塗材及び壁紙は、ホル

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パー

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放

　　また、設計図書に定める「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

特別な材料の工法9

品質計画等3

工事実績情報の登録2

適用基準等1

使用材料等8

発生材の処理等6

施工条件5

電気保安技術者4

環境への配慮7

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　のとし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

・建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・

※適用する

　　　　　チルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　　いか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　　ムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

１

し、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

0

下記以外は現場説明書による。

　・工事用車両の駐車場所　　　　※図示　・

　・資機材置場　　　　　　　　　※図示　・

　・建設発生土仮置場　　　　　　※図示　・

　・構外搬出適切処理（別記－１　「建設副産物の処理」による）

［1.4.1］化学物質を放散させる建築材料等

　　　　　する。

　　　規制対象外  　 JIS及びJASのＦ☆☆☆☆規格品

 　 下記表示のあるJAS規格品

　ａ．接着剤等不使用

　ｂ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｄ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｆ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　第三種     JIS及びJASのF☆☆☆規格品

    建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣

 　 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣

ホルムアルデヒド放散量 該当する材料

 　 認定品

 　 　 放散しない材料使用

 　 　 放散しない塗料使用

 　 　 放散しない塗料等使用

 　 認定品

［1.4.2］

［1.6.1］施工数量調査11 調査範囲及び調査方法　　※図示

［1.6.2］既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※図示　・

○ ○

○

○
○

○

○

○

○ ○

○

○

○

・千葉県福祉のまちづくり条例施設整備マニュアル

・建築工事安全施行技術指針・同解説（建設大臣官房官庁営繕部監修）

・建築工事における建設副産物管理マニュアル・同解説（国土交通省大臣官房官庁営繕部設備

・環境課営繕対策室監修　最新版）

・建築工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）（国土交通省住宅局建築指導課監修）

○
○

○

○

○

○

○

・本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。 その他12○
「ワンデーレスポンス」とは、受注者からの質問、協議への回答は、基本的に閉庁日を除く
 ２４時間以内（以下「その日のうちに」という。）に回答するよう対応することである。
 ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、回答

 期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうちに」することとする。
 １）受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら

     施工すること。

     ２）受注者は、工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較照査

         し、差異が生じる恐れがある場合は、原因を究明するとともに速やかに文書にて監督職員
         へ報告すること。 

ﾜﾝﾃﾞｰﾚｽﾎﾟﾝｽ対象工事

分析調査については「建材中の石綿含有率の分析方法について」に基づき、定性分析を行うこと。

調査範囲及び調査資料については協議による。
石綿含有建材の調査10 ［1.5.1］　松戸市街づくり部 街づくり課

　発注者

　工事名称

　設　計

　監　理

　施　工

　緊急連絡先

上下ライン　白 文字色（共通）白

下地色　青

3
0

6
0

6
0

8
0
6
0

6
0

6
0

6
0

6
0

8
0

3
0

4
0

2
0

2
0

2
0

4
0

2
0

4
0

2
0

4
0

9
0
0

1800

一
般
共
通
事
項

技能士 (1.5.2)13

鉄筋工事

仮設工事

・鉄筋組立て作業

・とび作業とび

適用工事種類 職　種 技能検定の作業の種別

鉄骨工事

・コンクリートブロック工事作業   

・構造物鉄工作業

鉄筋施工

型枠施工 ・型枠工事作業

・コンクリート圧送工事作業
コンクリート工事

コンクリート圧送施工

ブロック建築コンクリートブロック・

ALCパネル及び押出成形

セメント板工事
・エーエルシーパネル工事作業

・シーリング防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業

防水工事

エーエルシーパネル施工

防水施工

鉄工

　防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法

タイル工事

木工事

石工事 ・石張り作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

石材施工

タイル張り

・内外装板金作業

建築大工

建築板金

・FRP防水工事作業

　防水工事作業

・改質アスファルトシート常温粘着工法

屋根及びとい工事

左官工事 ・左官作業

・鋼製下地工事作業

・内外装板金作業　

内装仕上げ施工
金属工事

建築板金

左官

・自動ドア施工作業

・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業建具工事

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

カーテンウォール施工

塗装工事 ・建築塗装作業

・ガラス工事作業

・金属製カーテンウォール工事作業

・ビル用サッシ施工作業カーテンウォール工事 サッシ施工

植栽工事

排水工事

・造園工事作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・建築配管作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ作業

・ボード仕上げ工事作業

・壁装作業

ガラス施工

塗装

内装仕上げ施工

表装

内装工事

配管

舗装工事 路面標示施工

造園

化学物質の濃度測定 (1.5.9)14

※適用する
　測定時期　　　　　　　　・現場説明書による　　　　　　・
　測定対象化学物質

　　・ 
　測定方法　　　　　　　　・バッシブ型採取機器による　　・
　測定対象室及び測定箇所　・仕上げ表による　　　　　　　・

15 技術検査 (1.6.2)

・中間技術検査　実施回数（　　　）回

　　　　　　　　実施する段階（　　　　　　　　　　）

完成時の提出図書16 (1.7.1～1.7.3)(表1.7.1)

完成写真17 工事完成時に次の写真を撮影し，監督職員に提出する。

　撮影箇所（ 　　　　　　　　　　）

　撮影仕様（ 　　　　　　　　　　）

　提出仕様（ 　　　　　　     　　     　　）

設計ＧＬ

2

・図示による　　・18

監督職員事務所 (2.3.1)

工事用電力

構内既存の施設　※利用できない　　・利用できる（ ※有償　　・無償 ）

構内既存の施設　※利用できない　　・利用できる（ ※有償　　・無償 ）

1

工事用水2

3

・設ける

　規模，仕上げの程度，設備，並びに備品等の種類及び数量は現場説明書による。

　　・ ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレン

5

500万画素以上

カラーキャビネ2部＋電子データ

※設けない

保険等 ※本工事の完成引渡しまで工事目的物及び工事材料を火災保険、建設工事保険19

※「建設業退職金共済制度」に基づき「建設業退職金共済証紙購入状況報告書」
を工事契約締結後、1か月以内に提出すること。

　その他の保険に付すること。

・保全に関する資料　提出部数  ※2部　・　　部
※施工図　　　　　　提出部数　※1部　・　　部
※施工計画書　　　　提出部数　※1部　・　　部
　　　　　　　　　及び計画書とする。

　　　種類　　　※改修標仕表1.8.1による。ただし、種類は当該工事で該当する図面、表

　※作成する

　・既存図面修正
・完成図

　　　提出部数   ※各2部   ・　　部（A3版第二原図及び電子媒体（CD-R））

（完成写真　20カット、カラーキャビネ　2部、電子データ　500万画素以上）

仮
設
工
事

コンクリート打放し仕上げ外壁

外壁改修工事

モルタル塗り仕上げ外壁

外壁改修工事

タイル張り仕上げ外壁

外壁改修工事

塗り仕上げ外壁

耐震改修範囲以外の躯体改修工事

耐震改修工事

11

タイル工事

12 排水工事

工事名

図面名

作成日

縮尺

会社名

事業者名

令和 7年 4月

株式会社ＪＲ東日本建築設計

松戸市 街づくり部 街づくり課

図面番号

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

-
-

A-003

特記仕様書（1）



・伸縮調整目地及び
ひび割れ誘発目地

タイルの伸縮調整目地および躯体のひび割れ誘発目地の位置は設計図に記載なき場合はa.

次の位置とする。

セメントモルタル張りにおける躯体誘発目地及び打継目地分はスチロール断熱発泡体を詰め、b.

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の形状・寸法は設計図による。設計図に記載なき場合は、c.

伸縮目地の幅は原則として10mm以上、構造スリット上の伸縮目地幅は15mm

モルタルでふさぐことないように施工する。

以上を標準とする。

1)躯体（壁）の誘発目地、打継目地、及び構造目地（耐震スリット等）と同一箇所。

2)タイルと異質材料の取合い箇所　下地材料が異なる箇所

3)内壁の入隅部分

4)増築、模様替え及び工区分け打継等の取合い箇所

6)床の伸縮目地は4m以内を標準に設ける。また防水押えコンクリート伸縮目地は

シーリング目地とする。

5)曲面部については伸縮目地の間隔を1.5~2m程度に設ける

8) 外壁乾式工法（ＥＣＰ、ＡＬＣ等）にタイル張りを行う場合の伸縮シール目地は、

パネル間のすべての目地、基礎部コンクリート等他材料との取合い部目地、

7)壁の伸縮目地は4m以内を標準に設ける。

ならびに建具との取合い部に設ける。

工事名

図面名

作成日

縮尺

会社名

事業者名

令和 7年 4月

株式会社ＪＲ東日本建築設計

松戸市 街づくり部 街づくり課

図面番号

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

-
-

A-004

特記仕様書（2）



工事名

図面名

作成日

縮尺

会社名

事業者名

令和 7年 4月

株式会社ＪＲ東日本建築設計

松戸市 街づくり部 街づくり課

図面番号

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

-
-

A-005

特記仕様書（3）



工事名

図面名

作成日

縮尺

会社名

事業者名

令和 7年 4月

株式会社ＪＲ東日本建築設計

松戸市 街づくり部 街づくり課

図面番号

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

-
-

A-006

特記仕様書（4）



工事名

図面名

作成日

縮尺

会社名

事業者名

令和 7年 4月

株式会社ＪＲ東日本建築設計

松戸市 街づくり部 街づくり課

図面番号

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

-
-

A-007

特記仕様書（5）



○

○

○

○ ○

1 屋外雨水排水

※遠心力鉄筋コンクリート管

材　種

・Ｂ形管

・

形　状 呼び径 備　考

・図示　・

・図示　・

外圧管（1種）

・RS－VU

・図示　・※VP・硬質ポリ塩化ビニル管

・VU

・図示　・

排水管用材料

・硬質ポリ塩化ビニル管継手 ・図示　・・DV

・図示　・・VU継手

種類・記号

基床の厚さ及び種類　・図示による　・

側塊の形状及び寸法　・図示による　・

排水桝の種類　　　　・図示による　・

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　※接着剤　・ゴム輪

砂地業に用いる材料

　・シルト　・山砂　・川砂　・砕砂

砂利地業に用いる材料

　・再生クラッシャラン　・切込砂利　・切込砕石

・現場打ちの場合のコンクリート材料

　　※普通コンクリート　・
2　　設計基準強度　※18N/mm　・

　　スランプ　　　※15cm又は18cm　・

凍上抑制層に用いる材料　・

(21.2.1)(表21.2.1)

(21.2.2)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

　砂を用いる場合の粒度試験　・行う　・行わない

　・幅400mm，径22mmのステンレス製

　・径22mmの防錆処理を行った鋼製

　・径19mmの成樹脂被覆加工を行ったもの

・標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)の排水桝を現場打ちとする場合の足掛け金物

(21.2.2)

(21.2.2)

鋳鉄製ふた

・ 

名　称 種　類 鍵

左記以外の品質等は

備　考適用荷重

鋳鉄製マン

ホールふた （公社）空気調和衛

生工学会SHASE-S209

による

2

・簡易密閉形（パッキン式）

・密閉形（テーパ・パッキン式）

・水封形

・中ふた付き密閉形（テーパ・パッ

・有り

・無し

　キン式）

・

(21.2.1)種類

・T－2用

・T－6用

・T－20用

グレーチング

メインバー

ピッチ

亜鉛めっき

(付着量)
上面形状

※普通目

・細目

・平形

・細目 ・（　　）

・（　　）

・平形

・凹凸形

・凹凸形

・

・

・

・

適用荷重

・

・

　ボルト固定

　ボルト固定

3

・受枠付き，

・受枠付き，

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

・T－20用

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

・T－20用

・溝ふた（横断用）

・桝ふた用

・溝ふた（横断用）

・溝ふた（側溝用）

・桝ふた用

・溝ふた（側溝用）

・U字溝用

・U字溝用

・鋼製

　製

・ステンレス

材　質 用　途形　式

(21.2.1)材料等

・

・

－

－

・現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　※SD295　・

○

アルミニウム及び

アルミニウム合金

の表面処理 ・AB-1種

・AB-2種

・AC-1種

・AC-2種

・BA-1種

・BA-2種

・BB-1種

・BB-2種

・BC-1種

・BC-2種

・C種

種　別

表面処理方法 種　別

溶融亜鉛めっき ・B種

・C種

・D種

・E種

・F種

電気亜鉛めっき

・A種

施工箇所（手すり，タラップ以外）

鉄鋼の亜鉛めっき

軽量鉄骨天井下地

表面処理1

施工箇所（成型板，笠木，建具以外） 色合い等

・常温乾燥形の塗装の場合（　　　　　　　　　　　　）

(14.2.1)(表14.2.1)

(14.2.1)

　※二次電解着色　・三次電解着色

2

陽極酸化皮膜の着色方法

（14.2.2)(表14.2.2)鉄鋼の亜鉛めっき

3 野縁等の種類 (14.4.2)(表14.4.1)

　屋外　※25型　・19型

　屋内　※19型　・25型

・屋外の場合の形式及び寸法

　　野縁受，つりボルト，インサートの間隔及び周辺部端からの距離

　　　・図示による　・

　　野縁の間隔

　　　・図示による　・

工法

　・つりボルトの間隔が900mmを超える場合

　　　補強方法　・図示による　・

　・天井のふところが3.0mを超える場合

　　　補強方法　・図示による　・

　　補強箇所，補強方法　・図示による　・

　・天井下地材における耐震性を考慮した補強

　・屋外の軒，ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強

　　補強箇所，補強方法　・図示による　・

軽量鉄骨壁下地4

スタッドの高さが5.0mを超える場合

　※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

スタッド，ランナーの種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

　・図示による

　・図示による　・

(14.5.4)

(14.5.3)

　　　　　　　・設けない

金属成形板張り5 種別　　　　　・図示による　・

表面処理　　　・図示による　・

(14.6.2)

取付け用下地

　※標準仕様書14.4による　・図示による

(14.6.3)

(14.6.3)伸縮調整継手　・設ける（施工箇所　・図示　・　　　　）

アルミニウム製笠木

笠木の固定金具の工法等

表面処理　種別（　　　　）種

6 部材の種類

種類　・250形　・300形　・350形

(14.7.2)(表14.7.1)

(14.7.2)(表14.2.1)

　　　　　色合等　・標準色（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　・特注色（　　　　　　　　　）

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　・図示による　・

　※標準仕様書14.5.4(5)による　・図示による

ペデストリアンデッキ 磁器質 150×150

10 伸縮調整目地及び
ひび割れ誘発目地

1 (11.1.3)

　　　・図示による

位置　※標準仕様書 表11.1.1による

2 見本焼、試験施工 見本焼き　・行う　・行わない

試験張り　・行う　・行わない

セメントモルタルに
よるタイル張り

3 (11.2.2)(11.2.3)(11.2.6)

耐凍
害性

無有

色

無有

備考役物

標準 特注

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

よる区分
吸水率に

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり

施ゆう 無ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

施工箇所 耐滑
り性

タイルの形状，寸法等

壁タイル張りの工法

既調合モルタル

　・既調合モルタルの製造所の仕様による

　・下地モルタル塗りのコンクリート素地面の下地処理方法

　・目荒し工法（標準仕様書15.3.4(4)による）

　・MCR工法（標準仕様書6.8による）　・

(11.1.4)

(表11.2.3)

　内装タイル以外のユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　内装タイル　　　　　　　　　　　・密着張り　　・改良圧着張り

形状

（mm）
寸法種類

(11.2.6)

(11.2.3)

工事名

図面名

作成日

縮尺

会社名

事業者名

令和 7年 4月

株式会社ＪＲ東日本建築設計

松戸市 街づくり部 街づくり課

図面番号

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

-
-

A-008

特記仕様書（6）



DN

工事名

図面名

作成日

縮尺

会社名

事業者名

令和 7年 4月

株式会社ＪＲ東日本建築設計

松戸市 街づくり部 街づくり課

図面番号

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

A-009

改修図　東口デッキ階 平面図・立面図

S=1:100,50
S=1:200,100

東口デッキ手摺壁立面図　S=1/100

東口デッキ階平面図　　S=1/200

N

凡例

当該工事（材料製作まで）

（JR工事）



工事名

図面名

作成日

縮尺

会社名

事業者名

令和 7年 4月

株式会社ＪＲ東日本建築設計

松戸市 街づくり部 街づくり課

図面番号

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事

A-010

改修図　部分詳細図(1)

S=1:8,2
S=1:16,4

SUS製排水ピット蓋　詳細図     S=1:16



（JR工事）

当該工事

凡例

計画図と相違がある場合は再検討のこと。

※施工前に床取り合い形状を確認し、

デッキ接続部断面詳細図　　S=1/10

S=1:10
S=1:5

改修図　部分詳細図（2）

A-011

工事名

図面名

作成日

縮尺

会社名

事業者名

令和 7年 4月

株式会社ＪＲ東日本建築設計

松戸市 街づくり部 街づくり課

図面番号

松戸駅東口駅前広場ペデストリアンデッキ改修工事




